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予
リ

l
ズ

ω年
を
振
り
返
っ
て
⑥

「生
々
発
展
す
る
菅
田
」

こ
の
写
真
は
昭
和
三
十
五
年
頃
の

も
の
で
、
手
前
の
小
高
い
丘

(
池
田

ケ
丘
)
に
建
つ
菅
田
小
学
校
旧
校
舎
、

そ
の
斜
め
上
に
旧
役
場
、
農
協
、
駐

在
所
な
ど
の
葺
が
見
え
ま
す
。
肱
川

の
清
流
に
沿
っ
て
東
西
に
長
<
聞
け

た
天
然
の
肥
沃
土
の
沖
積
地
が
、
耕

地
整
理
さ
れ
て
農
作
物
の
育
っ
て
い

る
様
子
が
見
事
に
写
し
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

四
十
年
前
と
い
い
ま
す
と
、
敗
戦

か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
っ
た
日
本
が
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
へ

選
手
団
を
派
遣
し
、
そ
の
中
に
我
が

郷
土
か
ら
も
陸
上
五
千
メ
ト
ル
選

手
と
し
て
、
井
上
治
さ
ん
が
出
場
、

活
躍
さ
れ
た
快
挙
を
思
い
起
こ
し
ま

す。
ま
た
、
た
び
た
び
洪
水
に
見
舞
わ

れ
て
い
た
菅
田
地
区
も
、
鹿
野
川
ダ

ム
の
完
成
に
よ
り
、
水
害
も
少
な
く

な
り
、
農
業
基
盤
整
備
な
ど
の
振
興

施
策
と
相
ま
っ
て
曜
盛
し
、
農
業
の

近
代
化
が
図
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
、
道
路
網
の
整
備
も
目
覚
し

く
、
大
洲
道
路
大
洲
富
士
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
開
設
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
大
変
便
利
に
な
り
、
宅
地
造

成
な
ど
で
人
口
増
加
傾
向
も
貝
ら
れ
、

明
る
い
展
望
が
聞
け
て
い
ま
す
。

(文
提
供
一
池
田
陽
一
郎
氏
、
写
真

提
供
一
菅
田
公
民
館
)

市民のうごき

平成6年7月31日現在

今月の納税はろ'-どみのロ
守月..6. 
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39，318人

13，562世帯

18，759人

20，559人

口

世帯数

男

女

人
国民健康保険税
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平
成
六
年
七
月
末
日
現
在
、

住
む
九
十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
数
は
二
百
十

女
性
百
五
十
八

大
洲
市
内
に

菊谷

ヨ
シ
コ

(
新

谷

)

コ
マ
チ

(西
大
洲
)

【
九
十
五
歳
】

池岡

番付以外で

90歳以上の人

本城笠田地本野

房

子

(字

キ
ク
ヨ

(若

モ
モ
ヨ

(菅

ト

メ

(

大

ふ
く
ゑ
(
中

ヒ

ナ

(菅

キ
ヌ
カ
(
田

ナ
カ

ヱ

(
大

ム
ラ

ヱ

(
字

津川|口田村洲田宮 津

山今衣桝菊松大

人

で、
(
う
ち
男
性
五
十
二
人
、

{
九
十
四
歳
】

昨
年
に
比
べ
る
と
増
減
あ
り
ま
せ

ま
た
市
内
の
老
齢
人
口
比
率
は
七
月
末

人ん現
在
で
約
十
九
・

O
%
に
達
し
て
い
ま
す
。

フ
ク

ヨ

(西
大
洲
)

ア
サ
ヱ

(
平

地

)

美

穂

(中

村

)

フ

ミ

(

田

口

)

シ

ズ

(

八
多
喜
)

シ

(
徳

森

)

福山神中坪田

岡本 谷 川田中

松堀

田

ヨ

長 事 魯 備(平成6年場所)

男 性 の 部 女性 の 部

東 新太 横 綱 小西フ ミヱ
平地101歳 菅田 99歳

松 岡 敬 祐八多喜 98歳 大 関 神 谷 ユ キ田口 99歳

石 村 土台 春五郎 97歳 関 目高 富 水 トキヨ成能 99歳口

上 田 芳 文市木 95歳 結 佐 子 ヨシヱ徳森 98歳

泉 喜代一 回口 94歳 前 頭 筆 頭 2也 田 ミ ツ ヱ 新 谷 98歳

織 田 兵 松田口 94歳 前頭 2 森 山 喜代せ 田口 98歳

田 上 彦 市徳森 94歳 前頭 3 大 野 ウ ラ新谷 98歳

奥 島 芳 雄市木 94歳 前頭 4 森 久 花 代;徳森 97歳

矢 野 道 善八多喜 94歳 前頭 5 石 間 渡喜衛 田口 97歳

白 石 盈 重 田処 93歳 前頭 6 酒 井 ヒサコ春賀 97歳

浦 岡 興 家大洲 93歳 前頭 7 屋地岡 キクヨ柳沢 97歳

村 田 利徳平地 93歳 前頭8 出 メ口与、 ミドリ 菅田 97歳

河 野 豊大洲 93歳 前頭 9 武 田 アキラ大洲町歳

大 野 賓 田口 93歳 前頭10 石 キナ フキヱ 五 郎 97歳

西 岡 前上須戒 93歳 前頭11 河 野 ア イ大洲 96歳

成 岡 康 男上須戒 93歳 前頭12 宇多 崎 ヤヱミ 市 木 96歳

石 田 茂菅 田 92歳 前頭13 I笥 田 ヨネイ 田口 96歳

成 畑 士 緯1市木 92歳 前頭14 菊 Y也 ミツヨ大洲町歳

向 井 伊之助 田口 92歳 前頭15 栗 回 功成能 96歳

伊 藤 真 一 常磐町 92歳 前頭16 山 本 キミヱ大洲 96歳

山 本徳 雄梅川 92歳 前頭17 日 置 ス マ 菅田 96歳

近 藤 峯 一大洲 92歳 前頭18 安 JlI 歳 子 中村 96歳

中 宮 藤胸中井浅梶
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岡本田福野上 倉谷

喜
美
愛
(
上
須
戒
)

コ
モ
ト

(
田

口

)

ト
ク
ヱ
(
徳

森

)

ハ
ル

ヱ

(
柚

木

)

ナ
カ
ヨ
(
田
口
)

キ
ク

ヱ

(
徳

森

)

静

(宇
和
川
)

シ
ゲ

ノ

(新
谷
町
)

{
九
十
三
歳
】

(ここ に掲げるお名前は 8月1日現在のものです。基準日は 9月1日です。)

甲 小 陀谷 井中上正 曽 荒 森島菊冨 東梶祖 高 池 玉 山 久 池中 高大
母 米

谷井橋田井田山田岡平西斐谷谷 口上田野岡我木岡田池岡

ワ
カ

ヨ

(菅

田
)

フ
ジ
ヨ
(
大

洲

)

ア
イ
ノ

(菅

田

)

マ
ス
ヨ

(東
大
洲
)

ス
エ
マ

(西
大
洲
)

亀

子

(
野

田

)

文

子

(

新

谷
)

ハ
ル

エ

(
野

田

)

ノ
ブ

ヨ

(
八
多
喜
)

ナ
ツ
キ
(
若
宮
)

ヒ
サ

コ
(
西
大
洲
)

ヲ
ノ
ヱ

(上
須
戒
)

ウ
ノ
ヨ

(
田

口

)

ミ
ツ

ル

(平

地

)

カ
ス
ヱ
(
大

洲

)

シ
ナ
子

(
市

木

)

コ
シ
ゲ
(
菅

田
)

ト

ヨ

(
田

処

)

ト
ミ
ヱ
(
五

郎
)

ア
ヤ
ノ

(平

地

)

ス
ミ
ヱ

(
柚

木

)

ラ
ク

ヨ

(徳

森

)

花

子

(
新

谷
)

邦

子

(
平

地

)

ミ
ホ
コ
(
西
大
洲
)

ユ

フ

(

田

口

)



【
九
十
二
歳
】

奥田谷泉村中明岡宮出吉福西西矢冨祖小平北菊矢大大野高阪松二大尾松小河
母

上野後本本合田岡岡岡野永井野岡 川 地野沼田戸橋本本宮隅崎野島野

シ
ナ
コ
(
若
宮
)

チ

ズ

(

大

洲

)

ハ
ツ
セ
(
大
洲
)

ツ
ル
コ
(
喜
多
山
)

ダ

イ

(

若

宮

)

サ
カ
ヱ
(
阿
蔵
)

リ
ョ
ウ
(
菅
田
)

ト

ラ

(

米

津

)

ア
サ
ヨ
(
上
須
戒
)

ミ
子
コ
(
菅
田
)

ミ
サ
ヲ
(
田
口
)

ヨ
シ
ヱ
(
徳
森
)

チ
ヱ
コ
(
春
賀
)

ハ
ル
コ
(
長
谷
)

ツ
ル
コ
(
東
大
洲
)

ヨ
シ
コ
(
新
谷
)

タ
ミ
(
八
多
喜
)

ユ
タ
カ
(
中
村
)

雄
(
東
大
洲
)

庄

松

(

大

洲

)

一
(
阿
蔵
)

コ
ユ
キ
(
宇
津
)

イ

ワ

(

大

洲

)

シ
ズ
ヱ
(
西
大
洲
)

マ
ツ
ヱ
(
松
尾
)

熊
衛
(
八
多
喜
)

コ
ユ
キ
(
字
樟
)

シ
ゲ
ヨ
(
平

地
)

シ
ゲ
ヨ
(
北
只
)

ア
キ
コ
(
菅
田
)

ト
ラ
コ
(
中

村
)

ス
ミ
ヱ
(
野

田

)

キ
ヨ
ミ
(
森

山
)

隆

(

新

谷

)

野中口

安

{
九
十
一
歳
】

近

藤

木

下

上

田

松

下

岡

本

片

上

沖

中
上

田

松

本

穴

口

口

白

石

白

石

兵

頭

吉

積

石

村

河

内

大

森

永
佐
子

常
磐
井

亀

井
竹

岡

谷

野
浦

上

田

丸

三

好

長

田
徳

永

矢

野
岸

本

樫

江

森

本
松

本

須

内

武

内

依

包

(

柳

沢

)

キ
ス
ヱ
(
野
佐
来
)

清

繁

(

田

口

)

サ
ナ
ヱ
(
若
宮
)

カ
ヲ
ル
(
五
郎
)

う
み
の
(
八
多
喜
)

ハ
ツ
ヨ
(
新
谷
)

ハ
ル
ヱ
(
田
口
)

仲

衛

(

大

洲

)

直

夫

(

平

地

)

ト
モ
ヨ
(
八
多
喜
)

ヨ
シ
コ
(
上
須
戒
)

ミ
ナ
セ
(
大
洲
)

ア
サ
カ
(
若
宮
)

タ
ケ
ヲ
(
五
郎
)

祐
光
(
新
谷
町
)

シ
ゲ
ル
(
喜
多
山
)

ミ
サ
ヲ
(
八
多
喜
)

ヨ
シ
ヱ
(
菅

田

)

竹

雄

(中

村

)

マ
サ
子
(
五
郎
)

ツ
チ
ヱ
(
藤
縄
)

八
重
子
(
大
洲
)

サ
ト
ヱ
(
田
口
)

ヒ
サ
コ
(
西
大
洲
)

正

三

(
松

尾

)

ヨ
シ
ヱ
(
徳
森
)

猪

助

(

多

田

)

サ
カ
ヱ
(
中
村
)

ツ
ル
ヨ
(
菅
田
)

勝
久
美
(
平
地
)

千
代
香
(
春
賀
)

モ
、
ョ
(
八
多
喜
)

好

忠

(

新

谷

)

谷岡山吉和前
【
九
十
歳
】

中田矢水清森鈴片細菊宮 二 亀 神 吉 池佐熊菊下定山 二 井下岡正松
々

塚淵野成水本木山川池岡宮井中岡田木野地向井本宮上西田盛平 田

リ

ヱ

気
晴
左
衛
門

田

モ

モ

ノ

本

テ

ル

子

崎

リ

キ

ヱ

岡

梅

子

田柳若田 菅 上
須

口沢宮口田戒

イ
サ
ミ
(
平
地
)

ツ
ル
子
(
柚

木
)

ユ
キ
ヱ

(西
大
洲
)

歳

恵

(八
多
喜
)

好

丸

(

若

宮

)

キ
ク
ノ
(
東
大
洲
)

幸

作

(

若

宮

)

カ
ホ
ル
(
西
大
洲
)

ク
ニ
コ
(
菅
田
)

イ
チ
ノ
(
大
洲
)

ナ
カ
ヱ

(中

村
)

薫

明

(

菅

田

)

静

喜

(市

木

)

マ
サ
コ
(
若
宮
)

三

平

(

松

尾

)

ユ
キ
コ

(西
大
洲
)

ウ
メ
コ
(
柚
木
)

ミ
ノ
ル

(大

洲
)

虎

子

(平

地
)

久

雄

(

柳

沢

)

忠

孝

(大

竹
)

義

基

(

五

郎

)

定

満

(

大

竹

)

シ

ヲ

(

若

宮

)

ヨ
リ
ヱ

(八
多
喜
)

智
恵
子
(
多
田
)

庚

見

(

宇

津

)

コ
ナ
ミ
(
蔵
川
)

神 今 佐 堀 小 野 井 清 癒 二 上倉山
々 久

山川木内川保上水田宮田田本

フ
ユ
ノ
(
市
木
)

フ
サ
子
(
市
木
)

ミ
ツ
ル
(
田
口
)

タ
カ
子
(
新
谷
町
)

ト
メ
ノ

(平

地
)

五

郎

(

大

洲

)

守

光

(
阿
蔵
)

フ
ミ
コ
(
五
郎
)

永
三
郎
(
上
須
戒
)

通

柴

(
中
村
)

徳

光

(

平

地

)

極

江

(菅

田
)

瀧

恵

(梅

川
)

敬
老
年
金
E

シ

ツ

;

大
洲
市
で
は
、
老
人
福
祉
の
増
進

の
た
め
、
「
敬
老
年
金
」
と
「
シ
ー

ツ
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

{
対
象
者
]

平
成
六
年
九
月
十
五
日
現
在
、
大

洲
市
に
引
き
続
き
三
ヶ
月
以
上
住
所

の
あ
る
人
で
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
人

①
敬
老
年
金
は
、
九
月
十
五
日
現
在

で
、
満
八
十
歳
以
上
の
人
(
大
正
三

年
九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

②
シ

l
ツ
は
、

九
月
十
五
日
現
在
で
、

満
七
十
歳
以
上
の
人

(大
正
十
三
年

九
月
十
六
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

R普
り

ま
す

{
敬
老
年
金
の
受
け
渡
し
}

V
日
時
九
月
十
三
・
十
四
日

午
前
九
時
1
午
後
四
時
三
十
分

V
場
所

肱
南
・
久
米
地
区

市
役
所

一
階
ロ
ビ
ー

肱
北
・
喜
多
・
平
地
区

老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

そ
の
他
の
地
区

各
連
絡
所

V
持
参
品
印
鑑
・
通
知
の
は
が
き

※
シ
ー
ツ
は
各
個
人
に
、
九
月
末
日

ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
で
。
宮
⑫
3
7
7
5
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平成5年 4月 1日

~平成6年 3月31日
平成5年度

市の財政事情
大
洲
市
長

桝

田

ますお知らせし

五且

ヒコ予算額:160億6，672万円

E函執行額 :146億7，358万円

一般会計予算執行状況

歳出

|民生費| 40億2，506万円

I 24.9% Iーだ一:ーだ."36僑ι774万円・

入歳

仁三コ予算額:160億6，672万円

E豆m 執行額:154億7，452万円

53億7，734万円

・54億 7，255:Q円三 0.己注云

大
洲
市
財
政
状
況
の
公
表
等
に
関
す
る
条
例
第
二
条

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
法
第
四
十
条
の
二
の
規
定
に

よ
り
、
平
成
五
年
度
の
財
政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

EEl:::|| 
EEl-

EfE円買....三 r

三 EE芝田
問 E

EEh21%費目
ロ二 Iそ4TJE

....だ烹711

35{意4，883万円
.31億3，758万円。

• 

18億5，277万円

17億8，790万円

19億 775万円

16{意9，249万円

一・..... ・0 ・ e

22億2，413万円

18億2，247万円

15億4，."330万円

15億1，200万円

.. ーーー ー ーーーー

17億 980万円

13億5，960万円

9億 550万円

8億4，072万円

11億3，726万円

10億5，138万円
6f意1，801万円

6億1，801万円

9{意3，544万円

8億9，259万円

4{章、3，420万円

4億6，567万円

3{意3，484万円

."3f意3，244万円

7倍、8，147万円

5億 9，946万円

2{意4，932万円

2億5，085万円

11億 9，613万円

12億1，219万円

50!)意円40 30 20 10 。。10 20 30 40 50!)意円

4 

市 民 手見 固定資産税 たばこ税 軽自動車税

項
dロh 

制 陸優 盆t 

目
11 Fl 計

金 額 18億3，946万円 13億7，778万円 1億6，294万円 5，228万円 34億3，246万円

1世帯あたり 137，396円 102，912円 12，171円 3，905円 256，384円

1人当たり 47，115円 35，290円 4，173円 1，339円 87，917円

構成比 53.6% 40.1% 4.8% 1.5% 100% 

市税と市民負担の状況



5 

(公債費の状況) (一般会計性質別予算執行状況)

区分 借入先 件数 現在局 一世帯当たり 一人当たり

大蔵省 111 59億1，473万円 441，794円 151，496円

般 郵政省 51 26億4，328万円 197，436円 67，703円
品z;; その他 77 39億9，851万円 298，664円 102，416円
計

小計 239 125億5，652万円 937，894円 321，615円

特
大蔵省 28 20億7，327万円 154，860円 53，104円

日リ 郵政省 46 13億5，151万円 100，949円 34，617円
Zヱ込三 その他 17 7億6，676万円 57，272円 19，639円
計

小計 91 4H意9，154万円 313，082円 107，360円

1口〉、 計 330 167億4，806万円 1，250，975円 428，975円

(市有財産の状況)

種別 面 積 等 金 害責

宅 地 550，050m' 31億7，141万円

山 中本 2 ，830， 288m' 5，293万円

田 畑 118，191m' 1億9，095万円

雑種地 59，392m' 3f:意4，920万円

建 物 181，150ぱ 142億8，744万円

立 木 61，704m' 3億4，304万円

Fオ 政 調 整 基 金 14億5，590万円

国民健康保険財政調整基金 4億 696万円
工業用水道

土 1也 開 発 基 金 6億 741万円

その他特定目的基金 15億7，419万円
7J， 道

出 資

i口L 計

特別会計の

状 況

予算現額

収入 済額

支出 済額

差 ヲ|

交通傷害保障

磁~
922万円

929万円

850万円

79万円

金 1億1，795万円 国民宿舎

41億6，241万円 病

国民健康保険

尋
26億 3，323万円

27億 7，640万円

24億 1，094万円

3億 6，546万円

土地取得造成

1，295万円

1，257万円

1，257万円

0万円

国保診療所

間
3，722万円

2，654万円

2，618万円

36万円

住宅新築資金
等貸付事業

連時¥
1億5，555万円

8，930万円

1億5，544万円

i込 6，614万円

院

自平成 5年4月1日

至平成 6年3月31日

歳出総額

146億7，358万円

(100%) 

人件費

29億7，471万円
(20.3%) 

(事業会計の状況)

総収益 総費用 当期純利益

809万円 631万円 178万円

4f:意4，161万円 4億 760万円 3，401万円

1億 88万円 1億 45万円 43万円

19億2，865万円 19億2，396万円 469万円

老人保健 公共下水道事業

品手}ヒゐ 轟喜
31億 4，356万円 30億 3，565万円

30億 5，552万円 23億 4，336万円

30億 8，224万円 22億 3，046万円 | 

ム 2，672万円 1億 1，290万円 J

簡 易 水 道 農業集落排水

手b 明
l億 4，410万円 1，759万円

l億 4，283万円 1，549万円

1億 4，128万円 1.549万円

155万円 0万円



9
月
お
日
間
は

実ミ衆のための

大
洲
市
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

掛'，. 
炉蜘

ィ・u:湾吉本ぷ‘

九
月
二
十
五
日

(
日
)
は
、
大
洲

市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
接
結

び
つ
く
大
切
な
選
挙
で
す
。
き
れ
い

な
選
挙
で
立
派
な
人
を
選
び
ま
し
ょ

h

「ノ

。

〈
投
票
で
き
る
人
V

V
年

齢

日

本

国

民

で

満

二
十

歳
以
上
の
人
。

(
昭
和
四
十
九

年
九
月
二
十
六
日
以
前
に
生
ま

れ
た
人
)

V
住
所
引
き
続
き
三
箇
月
以
上

大
洲
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
。

(
平
成
六
年
六
月
十
七
日

以
前
に
住
民
票
の
作
成
、

又
は

転
入
届
を
し
た
人
)

〈選
挙
の
日
程
〉

V
投
票
日
時
九
月
二
十
五
日

(日
)

午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

V
告
示
日
九
月
十
八
日

(
日
)

V
立
候
補
届
出
説
明
会

九
月
五
日
(
月
)
午
後

一
時
三

十
分

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

V
立
候
補
届
出
日
及
び
場
所

九
月
十
八
日

(
日
)
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

V
不
在
者
投
票
期
間
及
び
場
所

九
月
十
八
日

(
日
)
か
ら
九
月

二
十
四
日

(土
)
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五

時
ま
で

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

V
開
票
の
日
時
及
び
場
所

九
月
二
十
五
日

(
日
)
午
後
七

時
三
十
分
か
ら

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ
l
ル

V
入
場
券
は
郵
送
し
ま
す
。

選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

大
洲
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
2
3
0

6 

新
増
築
家
屋
及
び
取
り
こ
わ
し

家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

今
年
新
築
ま
た
は
増
改
築
及
び
取
ま
た
、
同
時
に
平
成
六
年
一

月

一

り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
屋
に
つ
い
て
日
ま
で
に
取
り
こ
わ
し
を
し
た
家
屋

次
の
と
お
り
実
地
調
査
を
行
い
ま
す
に
つ
い
て
も
調
査
を
行

っ
て
お
り
ま

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

す
の
で
、
取
り
こ
わ
さ
れ
た
以
降
に

な
お
、
取
り
こ
わ
し
を
さ
れ
た
家
市
の
家
屋
調
査
を
受
け
て
な
い
人
が

屋
の
う
ち
で
、
滅
失
の
登
記
を
さ
れ
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
役
所
税
務
課
ま

で
い
な
い
場
合
は
調
査
漏
れ
に
な
り
、
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

取
り
こ
わ
さ
れ
た
家
屋
に
課
税
さ
れ
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資
産
税

る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
家
係
ま
で
。

屋

の

あ

る

人

は

お

早

め

に

ご

連

絡

く

宮

⑫

2
1
1
1

だ
さ
い
。

(
内
線
2
4
4
)

V
調
査
期
間
平
成
六
年
九
月
中
旬

か
ら
平
成
七
年

一
月
中
旬
ま
で

-v
対
象
家
屋
平
成
六
年

一
月
二
日

以
降
に
新
増
築
を
し
た
家
屋
及
び

取
り
こ
わ
し
を
し
た
家
屋



水
道
水
源
の
水
質
保
全
法
が

施
行
さ
れ
ま
し
た

こ
の
法
律
は
、
水
道
の
水
源
で
あ

る
河
川
に
含
ま
れ
る
発
ガ
ン
有
害
物

質
の
原
因
と
な
る
工
場
排
水
や
畜
舎

な
ど
に
対
し
、
排
水
規
制
を
行
っ
た

り
、
家
庭
用
排
水
に
対
し
下
水
道
や

合
併
処
理
浄
化
槽
の
整
備
を
勧
告
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
水
域

の
指
定
は
、
河
川
の
汚
染
の
状
況
に

応
じ
て
国
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。当

市
の
水
道
水
源
は
、
肱
川
水
域

の
地
下
水
、
伏
流
水
を
水
源
と
し
て

お
り
、
水
質
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
現

在
の
と
こ
ろ
水
域
指
定
な
ど
は
行
わ

れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
河
川
の
汚
染
が

進
む
こ
と
と
な
れ
ば
、
高
度
な
浄
水

処
理
施
設
の
建
設
な
ど
巨
額
な
資
金

を
必
要
と
し
ま
す
。、ρ

(j 

d dd p 

d 

水
道
事
業
は
皆
さ
ん
の

水
道
料
で
運
営
し
て
い
ま
す

水
道
施
設
の
整
備
、
運
営
は
、
全

額
皆
さ
ん
の
水
道
料
で
賄
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水
質

の
改
善
の
た
め
に
巨
額
な
資
金
が
必

要
と
な
れ
ば
、
水
道
料
に
は
ね
か
え

っ
て
き
ま
す
。
水
道
水
源
で
あ
る
川

を
汚
さ
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
注
意

し
ま
し
ょ
-
フ
。

川
を
汚
さ
な
い
た
め
に

V
家
庭
で
で
き
る
浄
化
対
策

-
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
は
排
水

に
流
さ
ず
回
収
を

-
汚
れ
の
ひ
ど
い
食
器
ゃ
な
ベ
は

紙
な
ど
で
拭
き
取
っ
て
か
ら
洗

ャフ
-
使
い
残
り
の
油
は
流
し
に
捨
て

な
い

・
洗
剤
は
適
量
に

・
し
尿
浄
化
槽
の
管
理
を
十
分
に

V
畜
産
の
ふ
ん
尿
は
で
き
る
だ
け
肥

料
な
ど
に
再
処
理
を

V
農
薬
な
ど
の
管
理
に
留
意
し
、
河

川
な
ど

へ
捨
て
な
い

V
産
業
廃
棄
物
は
必
ず
処
分
場
ヘ

V
工
場
排
水
は
排
出
基
準
の
遵
守
を

※
産
業
廃
棄
物
(
畜
産
の
ふ
ん
尿
を

含
む
)
、
工
場
排
水
な
ど
は
、
そ
れ

ぞ
れ
関
係
の
法
律
で
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。
法
を
守
り
、
環
境
保
全

に
心
が
け
、
私
た
ち
の
共
有
財
産

で
あ
る
川
を
美
し
く
し
ま
し
ょ
う
。

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

及
び
受
験
講
習
会
等
の
お
知
ら
せ

日
本
下
水
道
協
会
愛
媛
県
支
部
で
は
、
次
の
と
お
り
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
試
験
及
び
受
験
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

責
任
技
術
者
は
、
公
共
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
庖
の
指
定
を
受
け
る
際
の

要
件
と
な
り
ま
す
の
で
、
指
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
受
験
し
て

く
だ
さ
い
。

-
受
験
講
習
会

〔

日

時

〕

「下水道魚すむ川光るまち | 

~--9 月 10日・全国下水道促進デー」

市
で
は
、
試
験
に
先
立
ち
「
公
共
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
匝
制
度
」
及
び
「
責
任
技
術
者
統

一
試
験
制
度
」
等
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
工
事
関
係
者
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
九
月
二
十
九
日
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
こ

時
間
程
度
)

大
洲
市
役
所
二
階
大
ホ

l
ル

〔場〔
そ
の
他
〕

-
統
一
試
験

〔

日

時

〕

場〔
そ
の
他
〕

O
受

験

方

法

〔
申
込
期
間
〕

〔
申
込
場
所
〕

〔
必
要
書
類
〕

〔
そ
の
他
〕

場

所

十
一
月
十
八
日
(
金
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三
時
三
十
分
(
予
定
)

松
山
市
二
番
町
四
丁
目
松
山
市
役
所
十

一
階
大

会
議
室

講
習
手
数
料

円
必
要

二
千
円

テ
キ
ス
ト
代
二
千
五
百

戸斤

十

一
月
二
十
七
日
(
日
)

午
後

一
時
三
十
分

1
三
時
三
十
分
(
予
定
)

松
山
市
二
番
町
四
丁
目
松
山
市
役
所
十

一
階
大

会
議
室

試
験
手
数
料

三
千
円
必
要
(
申
込
の
際
振
込
)

十
月
三
日

i
十
月
十
四
日
(
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
、
但
し
八
、

九
、
十
日
は
除
き
ま
す
)

大
洲
市
役
所
建
設
部
下
水
道
課

受
験
申
込
書
・
住
民
票
の
写
し
・
写
真
・
資
格
証

明
書
等

試
験
を
受
験
さ
れ
る
方
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で

す。

戸斤

※
本
件
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
下
水
道
課
ま
で
。

宮
二
四
|
一
一

一
一
一
(
内
線
二
八
八
)

7 



大
洲
市
中
小
企
業
振
興
資
金
は
、

市
内
中
小
企
業
の
金
融
難
を
緩
和
し
、

そ
の
振
興
を
図
る
た
め
、
中
小
企
業

者
に
対
し
貸
付
を
行
う
も
の
で
す
o

v
申
し
込
み
先

-
大
洲
商
工
会
議
所

宮
⑫
4
1
1
1

V
問
い
合
わ
せ
先

・
大
洲
市
役
所
商
工
観
光
課

宮
⑪
2
1
1
1
(
内
線
3
2
6
)

大
洲
市
で
は
、
柚
木
地
区
に
建
設

中
の
柚
木
第
二
団
地
の
入
居
者
を
次

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

{
募
集
期
間
】
平
成
六
年
九
月
九

日
制

i
九
月
十
九
日
間

{
募
集
戸
数
}
第
二
種
住
宅
九
戸

(
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
)

{
入
居
資
格
】

O
市
内
に
住
所
又
は
、
勤
務
場
所
を

有
す
る
人

O
現
に
同
居
し
、
又
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

O
入
居
申
し
込
み
を
し
た
人
と
同
居

す
る
親
族
の
過
去

一
年
間
の
所
得

金
額
の
合
計
か
ら
、
各
種
控
除
(
扶

養
親
族
、
障
害
者
、
老
年
者
な
ど
)

を
し
た
も
の
を
十
二
で
割
っ
た
額

が
十

一
万
五
千
円
以
下
の
人
。

{
住
宅
の
面
積
な
ど
}

七
二
・
コ
一二
2m

六
畳
二
室

(和

室
)
、
七
畳

一
室
(
洋
間
)
、
台
所

(
九
畳
)
、
水
洗
便
所
(
洋
式
)
、

浴
室
(
浴
槽
付
)、

台
所

・
洗
面
・
浴
室

.. 
・
給
湯
設
備
付

※
詳
し
く
は
監
理
課
公
営
住
宅
係
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
⑫
2
1
1
1
(
内
線
3
6
2
)

改 正 後

区 分 信リ 度 内
r合τ‘τ、

融資区分 長期融資 短期融資

賞伺限度額
運転 500万円

運転 300方向
設備 500万円

黄イオ期間
運転 60ヵ月以内

6力月以内
設備 60ヵ月以内

返済方法
60力月以内

分割又は一括支払
( 3ヵ月以内の据置を含む)

賞イオ利率 国民金融公庫の0.3%下り 国民金融公庫の0.5%下り

(平成6年7月15日現在) (4.2%) (3.9%) 

保証 料 年利 0.85%

市補給金
保証料全額

利子年利0.73%

申込窓口 大洲商工会議所

保証人 2 名

大洲市中小企業振興資金制度改正

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

「
国
際
家
族
年
と

同
和
教
育
」

(4) 

H

民
主
的
な
家
庭
"
つ
く
り
H

か

て

い

ど

う

わ

き
み今

い
〈

家
庭
で
の
同
和
教
育
と
は
、
わ
か

り
や
す
く
一
舌
吉

じ

8

ん
た
い
い
ν

せ
つ

た

に
ん

を
「
自
分
も
大
切
に
付
る
が
、

ど
他
人

を
も
大
切
に
す
る
子
供
」
に
育
て
て

い
パ
激
滑
河
す
。Jど:だ巨L

J

家
庭
教
育
の
土
台
は
、
何
と
言

つ

は
ん

て
も
「
家
庭
づ
く
り
」
が

一
番
で
す
。

か

そ

〈

た

カ

ニ

守

一ろ

そ

ニ

家
族
が
互
い
に
心
の
底
か
ら
う
ち
と

き

は
み

あ

け
、
何
で
も
気
が
ね
な
し
に
話
九
沿

え
る
よ
う
な
、
あ
た
た
か
い
人
間
関

付

L

も

す

あ

か

係
で
結
ば
れ
た
明
る
い
家
庭
で
あ
り

う
れ
い
し
ぜ

わ
か

た
い
も
の

討
す
。

高
揃
者
と
若
い
人
、

甥
と
女
の
別
な
く
、
正
し

い
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
法
誌
が
い
が
改
め
ら
れ

る
よ
う
な
民
主
的
な
家
庭
、
こ
の
よ

う
な
「
家
庭
守
つ
く
り
」
を
通
し
て
、

ぞ一忌

た
い
せ
つ
な
人
間
づ
く
り
が
行
わ
れ

ま
す
。

こ
れ
が
家
庭
教
育
の
根
本
で
す
。

ま
た
、
同
和
教
育
の
基
礎
と
も
な
り

ま
す
。

ょと
うは次Z
。どに

ん
な望2
家ま
庭し
yう、 しミ

あ民
げ主
て的
みな
ま家
し庭

あ
と結家か明 |た
なば族みる |た
つれみのく |か
て、んあ、 |い
い家なる聞け家
る庭が 家 放す|庭
。が信え庭的;

い車頁t で
こと
い愛f あ
の↑青} た
場ぽで、 た

No.191 

人
権
と
同
和
教
育

み
と
め
あ
え
る
家
庭

家
族
が
互
い
に
人
散
を
配
宜
し

合
う
家
庭

子
供
で
あ

っ
て
も
、
一
人
の
人

間
と
し
て
大
事
に
さ
れ
、
尊
ば

れ
る
家
庭

話

よ方沖配と家 I ~
う的Z手てを族 |雪
な に の き の |え
こ命r人め話 |歪
と令r格るし |本
がしを家合 |庭
な 、無む庭い
い mH宅完し で
家従5し
庭さで も

せ、の

る 一日 ご

助

がる男f分古家 |り
協 は 女日担f族 |雪
カ?うですの |さ
し な 役?る - 1:2 
合 こ 割t家員工|杢
うと分庭と l睦

家が担 し
庭なに で

く差さ
、を 家か

家つ 事じ
方矢け を

聞
か
れ
た
家
庭

帯t積て地 家地ち
感対亙?域 庭域I
を的;の社t
育に行3 会r
て参i事じ と
て加かに 結
いし家 び
る、族つ
家 社ヒそ い
庭 会?:ろて

自守2つ い
連fてる

を 家 す る の
積っ庭 。た前同
みかそめに手口
上らののい教
げ人1た教 る育
て権1め育子は
いを に だ 供
き大もとた今
ま事、いち
しにまわが私
よ すずれ 幸主た
うる足fてせち
。実日元:いにの
E美Zのまな目

8 



フ月フ日休) 砂

口-91/ーウラブの

短期交換学生制度で

大洲市内!こ爪一仏ス

子イしでい3外国人

の学生5入門、市長

さ表敬訪閉じました。
〈

‘フ月21日(木)

水天宮花火大会

フ月4日(金)福祉施設職員の砂

救急法講習会n開介れ、人工

:呼吸や心臓マ、γ吋ーシの方法

足ついで学びまレた。

‘フ月4日(金)大洲市総合計画

審議会n開h'れ、村上五郎会

長h"う桝田市長!こ中問答申11
行われまレた。

‘フ月フ臼(ボ ずlO)
ず女性農業大学の開

講式n行われまレだ。

県立農業大学講師

高岡ミエ子さんの講

演121"d、 50人の受講

生n真剣に聞き入っ

てい歩レだ。

フ月13日体) 大洲農業高校の砂

生徒の皆さんn、肱川緑地公

園の草刈、ゴミ拾いの作業さ

行いましだ。

曜

で

示

日

レ

れ

0

3
と

さ

だ

第

」

施

レ

ち

動

実

で

年

運

行

ま

今

化

掃

さ

美

清

労

岡

土

斉

苦

日

郷

一

ご

行
「
で
。
ん

月

巴

内

だ

さ

フ

日

市

レ

皆

4
司

9 



大
洲
市
制
施
行
四
十
周
年
記
念

『平
成
6
年
6
月
6
日
の

写

真

展

』

「
平
成
6
年

6
月
6
日
の
写
真
展
」
に

は
、
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

‘
市
内
各
地
の
風
景
を
は
じ
め
、
生
活

や
作
業
の
機
子
な
ど
、
平
成

6
年

6
月

6
日
の
大
洲
市
を
い
き
い
き
と
撮
影
し

た
作
品
が
多
数
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
の
詰
ま

っ
た
記
録
の
数
々

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

泊
ψ
ド
d
芯
k
d功
k
d札
t
d札
k
d札
伝
占
札
t
y羽
2
P
A
ψ
ド
d
功
ド
d
u
k
d功
恥
占
立
k
d札
k
d札
k
d払
k
d布
、

ま
ご
こ
ろ
の

お
く
り
も
の

七
月
三
十
一
日
分
ま
で
(
敬
称
略
)

金

一

封

徳

森

金

一
封
(
寄
付
金
)

徳

森

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
南
久
米
地
区
社
協
へ
)

北

只

今

岡

好

春

金

一
封
(
菅
団
地
区
社
協
へ
)

菅
田
町

新

利

子

金

一
封
(
上
須
戒
地
区
社
協
・
上
須

戒
老
人
ク
ラ
ブ
会
へ
)

田
中

合
田

展
久 守

9月は「障害者雇用促進月間」です

障害者の方を雇用されていますか/
9月20-26日は『動物愛護週間』てす

事業主の皆さん、障害者の方を一人でも多く雇用しましょう 。

障害者の方を安定所の紹介で雇用された場合は、助成金が支給されま

すのでご活用ください。

詳しいことはお気軽に安定所までお問い合わせください。

ハロ ーワ
(大洲公共職業安定所)

ク大川l
TEL24-3191 

図書館

新
刊
図
書
案
内

学
校
図
書
館
基
本
図
書
目
録
何
年
版

全
国
学
校
図
書
館
協
議
会
編

女
は
死
な
な
き
ゃ
治
ら
な
い

ビ
ー
ト
た
け
し
著

倫

理

学

講

義

鷲

田

小

捕

太

著

逆

境

こ

そ

チ

ャ

ン

ス

竹

下

肥

潤

著

仏

教

と

福

祉

田

宮

仁

・

他

編

一

休

狂

雲

集

柳

田

聖

山
著

京
の
歴
史
と
文
化

2
武

村

井

康

彦

編

わ
し
の
眼
は
十
年
先
が
見
え
る

城
山
三
郎
著

熱

砂

と

ま

ぼ

ろ

し

陳

，
舜
臣
著

北
朝
鮮
秘

密

集

会

の

夜

李

英

和
著

基

礎

社

会

学

岩

見

和

彦

・

他

編

角
を
矯
め
て
牛
を
殺
す
こ
と
な
か
れ

秦

野

章

著

史
料
で
語
る
四
国
の
部
落
史

四
国
部
落
史
研
究
協
議
会
編

黒
人
の
誇
り

・
人
間
の
誇
り

R
・
パ
l
ク
ス
著

福
祉
教
育
を
考
え
る
村
上
尚
三
郎
編

生

命

体

の

謎

を

探

る

横

山
三
男
著

宇
宙
か
ら
ツ
ル
を
追
う
樋
口
広
芳
編

看
護
婦
泣
き
笑
い
の
話
宮
子
あ
ず
さ
著

過
労
死
を
防
ぐ
栄
養
学
小
柳
達
男
著

ブ
ル

l
ホ

エ

ー

ル

水

口

博

也
著

低

カ

ロ

リ

ー

の

中

華

周

富

徳

著

い
き
い
き
高
齢
出
産
神
野
栄
子
著

麻

の

服

藤

井

あ

つ

子

著

花

の

写

真

の

撮

り

方

夏

梅

陸

夫

著

世
界
が
お
ま
え
た
ち
の
舞
台
だ

李

元

淑

著

わ
た
し
の
遅
咲
き
人
生
赤
木
春
恵
著

命
あ
る
か
、
ぎ
り
贈
り
た
い山

路
ふ
み
子
著

団

鬼

六

著

塩
月
弥
栄
子
著

米
長
邦
雄
の
運
と
謎

茶
花
ご
よ
み

10 

画

家

た

ち

の

四

号

芥

川
喜
好
編

時
聞
が
な
け
れ
ば
自
由
も
な

い
須

藤

晃

著

水
泳
ら
く
ら
く
入
門

川
口
智
久
著

日

本

語

の

当

て

字

村

石

利

夫

著

お

く

の

ほ

そ

道

和

順

高

雄

文

三

国

志

事

典

立

問
祥
介
・
他
著

井

伏

鱒

二

松

本

武

夫

編

炎

立

つ

(

伍

)

高

橋

克

彦

著

逆

撃

大

阪

夏

の

陣

柘

植

久

慶

著

小

説

遠

山

金

四

郎

童

門

冬

二

著

路
地
裏

人

情

池

波

正
太
郎

・
他
著

白

磁

の

入

江

宮

隆

之

著

絹

婚

式

阿

久

悠

著

明

治

剣

客

伝

戸

部

新

十

郎

著

手

形

無

惨

三

戸

岡

道

夫

著

星

の

感

触

藤

井

ゅ

う

じ

著

徳
川
吉

宗

上

之

郷

利
昭
著

赤

壁

の

宴

藤

水

名

子

著

桜

田

御

用

屋

敷

小

松

重

男

著

諸

土

乱

想

船

戸

与

一

著

み
ち
の
辺
の
花
杉
本
秀
太
郎
・
他
著

そ

や

け

ど

大

阪

黒

田

清

著

こ

ん

に

ち

た

だ

い

ま

坂

村

真

民

著

心

を

た

が

や

す

浜

田

晋

著

き
っ
と
め
ぐ
り
逢
え
る
矢
島
さ
ら
著

車

イ

ス

か

ら

見

た

街

村

田

稔

著

も

の

食

う

人

び

と

辺

見

庸

著

裂

け

た

岬

合

田

一

道

著

激

石

全

集

夏

目

金

之

助

著

6
巻

9
月
生
涯
学
習
講
座
ご
案
内

9
月
紅
白
刷

(
9
一切

1
日一
却
)

古
文
書
解
読
講
座
(
新
谷
文
書
)

図
書
館
4
階

会

議

室

毒

師大
洲
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員

八
島
龍
晴
先
生

図

書

館

組
問
岨鴨
川纏
説
明
批
刷細川
一一
…

ま
た
、
こ
の
平
成
6
年

6
月
6
日
の

写
真
展
に
あ
わ
せ
、
大
洲
の
古
写
真
も
展

示
し
て
い
ま
す
。
『
大
洲
の
昔
と
今
』

と
題
し
て
、
古
写
真
に
残
る
風
景
な
ど

と
共
に
、
同
じ
と
こ
ろ
か
ら
撮
影
し
た

今
の
様
子
を
展
示
し
、
そ
の
移
り
変
わ

り
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

懐
か
し
い
時
代
を
顧
み
な
が
ら
、

A
7

の
大
洲
を
思
い
描
い
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

V
開
催
期
間

九
月

一
日

1
九
月
三

O
日

V
開
催
場
所

大
洲
市
立
博
物
館

五
階
展
示
室

※
月
曜
日

・
祝
日
は
閉
館
日
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は

宮
@
4
1
0
7

ざ寝(大寿
いあ た紙 車物洲金 金会金
また きオ 椅品学一 一 へー
した りム 子の園封 封)封
たか老ツ 口へ~ ~ ~ 
。い 大人 八一 座 ) 寄 平 平 平 平 上

感善 へ百多台)若付野野里子里子須 t
謝意洲)三喜( 金田I地町地 戒 j
をを 十 町 貸 宮 を 区 区 j
こあ 九出 大社社 j
め り野 枚岩 用 音洲上協古協梶も
てが本 本) 岡育野へ宅
掲と千 ( 成 ) 野カ
載う鶴在富 友園信 千田ホ
さご子 宅良 隆・生 城鶴ルも

せも

ても

た生
だ 4

大き 1
洲ま t
市 すも
社 o '1， 
t.. ，1 
"" 1， 
福 t
祉 も
協 t
t義 2
，，6、 4
"" 1， 



動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

為
ひ
め
げ
開
催
さ
れ
ま
す

愛
媛
県
と
他
愛
媛
県
獣
医
師
会
で
は
、

動
物
へ
の
愛
情
と
正
し
い
飼
い
方
の
知

識
を
深
め
、
社
会
に
動
物
愛
護
の
精
神

を
広
め
、
あ
わ
せ
て
生
命
の
尊
重
、
友

愛
お
よ
び
平
和
の
情
操
を
養
う
た
め
に
、

『動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
え
ひ
め
』

を
開
催
し
ま
す
。
動
物
飼
育
相
談
や
動

物
ク
イ
ズ
、
と
べ
動
物
園
の
移
動
動
物

園
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【日
時
】
九
月
二
十
三
日
幽
秋
分
の
日

十
三
時

1
十
五
時
三
十
分

{場
所】

大
洲
農
業
高
等
学
校

九
月
九
日
限
「
救
急
の
日
」

V
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
に
約
六

1

八
分
。
こ
の
間
の
応
急
手
当
で
尊
い
命

は
、
も
っ
と
救
わ
れ
ま
す
。
消
防
署
で

は
、
応
急
手
当
の
普
及
の
た
め
指
導
員

を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
職
場
や
グ
ル

ー

プ
な
ど
の
行
事
に
応
急
手
当
の
講
習
会

を
取
り
入
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

V
救
急
車
の
正
し
い
利
用
を

救
急
車
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
利
用

で
き
ま
す
が
、
緊
急
性
の
な
い
病
気
や

け
が
で
の
利
用
は
、
重
傷
患
者
な
ど
本

当
に
必
要
な
場
合
に
出
動
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
も
多
く
の

尊
い
命
を
救
え
る
よ
う
、
救
急
車
の
正

し
い
利
用
に
つ
い
て
私
た
ち

一
人
ひ
と

り
が
考
え
ま
し
ょ
う
。

大
洲
消
防
署

含
⑪

2
6
6
5

全
国
消
費
実
態
調
査
に

ご
協
力
さ

本
年
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
三
ヵ

月
間
に
わ
た
り
、
平
成
六
年
全
国
消
費

実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
調

査
は
、
国
民
の
暮
ら
し
向
き
を
、
家
計

の
所
得
、
消
費
、
資
産
の
三
商
か
ら
総

合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
の
世
帯
か
ら
統
計
的
な
方
法
に
基

づ
い
て
抽
出
さ
れ
た
世
帯
を
対
象
に
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
統
計
と
し
て

ま
と
め
ら
れ
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

各
種
社
会

・
経
済
施
策
な
ど
の
基
礎
資

料
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
ま
す。

な
お
、
調
査
さ
れ
た
事
柄
を
、
統
計

を
作
成
す
る
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ

と
は
、
法
律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
お

答
え
く
だ
さ
い
。

行
政
書
士
試
験
の
お
知
ら
せ

【試
験
の
日
時
}
平
成
6
年
叩
月
お
日

側
、
日
時
か
ら
同
時
日
出
分

【試
験
の
場
所
】
松
山
市
文
京
町
4
番

地
2

松
山
大
学

【受
験
資
格
}
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
。

①
学
校
教
育
法

(昭
和
幻
年
法
律
第
お

号
)
に
よ
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

そ
の
他
同
法
第
同
条
第
1
項
に
規
定
す

る
者

②
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公
務
員
と

し
て
行
政
事
務
を
担
当
し
た
期
聞
が
こ

れ
を
通
算
し
て

3
年
以
上
に
な
る
者

③
知
事
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

前

号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及

び
能
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
た
者

{受
験
願
書
の
提
出
期
間
】
平
成
6
年

9
月
1
日
附
か
ら
初
日

ωま
で
の
執
務

時
間
中

(
8
時
泊
分
か
ら
げ
時
ま
で
)
。

た
だ
し
、
郵
送
に
よ
る
場
合
は
同
日
ま
で

の
消
印
の
あ
る
も
の
は
受
け
付
け
ま
す。

【受
験
願
書
の
請
求

・
提
出
先
及
び
問

い
合
わ
せ
先
】

愛
媛
県
八
幡
浜
地
方
局
総
務
調
整
課

一Tm八
幡
浜
市
松
柏
乙

一一

O
一

合

0

8
9
4
⑫
4
1
1
1

国
民
年
金
介
与
の
加
知
ら
せ

老
齢
基
礎
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は

六
十
五
歳
で
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、

本
人
の
希
望
に
よ
り
六
十
五
歳
以
前
で

あ

っ
て
も
、
支
給
開
始
年
齢
を
繰
り
上

げ
て
年
金
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

し
か
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上

げ
て
請
求
す
る
と
、
繰
り
上
げ
以
前
か

ら
支
給
を
受
け
て
い
た
特
別
支
給
の
老

齢
厚
生
年
金

・
退
職
共
済
年
金
が
、
六

十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
問、

年
金
の
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

加
え
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
に
も
十

分
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
、
受
け
取
る
年
金
額
は
、
請
求
し
た

年
齢
に
応
じ
て
、
次
表
の
割
合
で
減

額
さ
れ
、
こ
の
減
額
割
合
は
六
十
五

歳
以
降
も
終
生
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。

二
、
請
求
し
た
後
で
障
害
の
状
態
に
な

っ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
、
厚
生
年
金
の
加
入
者
に
な

っ
た
と

き

(会
社
に
再
就
職
し
た
な
ど
)
は
、

神田鉄工所

霊堂 24-4122

浜 住 設 備

ft25-4645 

城 戸 電 業 社

ft25-2944 

滝田 水 道庖

ft25-0901 

側土居 鉄 工 所

合 24-4519

中野管工 事 工 業

ft24-3792 

(有)南 予 水道 住設

含 25-1350

西 田 水 道庖

ft26-0265 

(有)星 加水道 設 備

ft26-0020 

淳 山水道工 事庖

ft24-2583 

徳森 設 備

合 25-4023

伊予屋住設

ft24-2541 

(有) 丸 電 工 業

ft24-5351 

岡福水 道 工 事庖

ft24-3656 

惰)三 原 設 備

合 24-3783

大 塚 鉄 工所

ft25-0300 

(有)いの水 道 設備

ft24-2216 

神南 設備

ft25-4684 

(有)内田電気水道設備

ft25-2858 

久 保鉄工 所

含 26-0537

※詳しくは水道課 までまま24-3753

9月3日出

9月4日(日)

9月10自国

9月11日(日)

9月15日(木)

9月17日目

9月18日(日)

9月23日幽

9月24日出

9月25日(日)

年
金
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

四
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
て
請

求
を
す
る
と
、
後
で
請
求
の
取
消
し

ゃ
変
更
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

繰上げを請求し
減額率

たときの年齢

6 0歳 0.42 

6 1 j歳 0.35 

6 2歳 0.28 

6 3歳 0.20 

6 4歳 0.11 

平成6年緑化募金実績報告
今年の緑の羽根募金は、市民の

皆さんの温 かいご理解とご協力で

7l9，220円の成果をあげることが

で、きまし た。

この募金は、国・ 県 ・市の緑化

推進活動 (苗木の配布等)のため

に利用 させていただきます。

ごta力ありカfとうございました。

ワ月末までの

大洲市内の交通事故

7月末現在 昨年同期

件 数 134 136 

負傷 者 181 182 

死 者 7 2 

11 



9月号j

4・
相
談
ご
と
案
内

d広報おおず，94 

い
ず
れ
も
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
交
通
事
故
相
談
}

(
愛
媛
県
)

日
時

9
月
8
日

同

日

時

1
日
時

9
月
初
日

ω
叩
時
1
日
時

場
所
い
ず
れ
も
市
役
所
二
階
会
議
室

{
人
権
相
談
}

(
法
務
省
)

日
時

9
月
H
日
附

叩
時

1
日
時

場
所
南
久
米
公
民
館

日
時

9
月
初
日

ω
日
時
1
日
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

{
心
配
ご
と
相
談
}

O

一
般
相
談
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

第
一

・
第
三
火
曜
日

O
法
律
相
談
第
二

・
第
四
火
曜
日

O
介
護
相
談
毎
週
木
曜
日

O
電
話
相
談

宮
⑫
5
6
2
9
(
直
通
)

関
所
時
間
内
で
受
け
付
け
ま
す
。

時

間

叩

時

1
ロ
時
、
日
時

i
M
時

場
所
大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
室
(
市
役
所
別
館
二
階
)

{
家
庭
児
童
相
談
}

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場
所
大
洲
市
福
祉
事
務
所

【
行
政
相
談
】

(
総
務
庁
)

L一一ー一一

日
時

9
月
四
日
間

9
時

i
u
時

場
所
市
役
所
三
階
会
議
室

急
ぐ
時
に
は
、

合
⑪
3
7
9
4
(
玉
木
)

又
は
含
⑫
4
2
9
4
(
辻
)
ま
で

【
社
会
保
険
相
談
】

日
時

9
月
5
日
間
、
初
日
例

O
寺
1
6土
寸

市

i
n口

1
よ

uu

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

担
当
松
山
西
社
会
保
険
事
務
所

【
何
で
も
相
談
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

場

所

大

洲

隣

保

館

包

⑪
6
1
0
0

大
洲
福
祉
会
館
含
⑮
0
9
4
7

【
不
動
産
無
料
相
談
】

日
時

9
月
日
日
同

9
時
l
M
時

場
所
宅
建
協
会
大
洲
支
部

伺
上
田
喜
六
不
動
産

中
村
三
三
O
l九
含
⑪
4
4
5
2

【
青
少
年
相
談
電
話
】

日
時
毎
日
の
執
務
時
間
中

合

(ωnhvμ
凶

{
定
期
税
務
相
談
】

日
時

9
月
9
日
刷四

日
時
1
日
時

場
所
大
洲
商
工
会
議
所

内
容
税
金
に
関
す
る
こ
と
全
般

担
当
高
松
国
税
局
税
務
相
談
室

松
山
分
室

{
市
民
法
律
相
談
】

|休|日|急|患|診|療l

大洲中央病院(東大洲)

清水医院(志保町)

ft24-2017 日

大洲中央病院(東大洲)

大洲中央病院(東大洲)

沢井耳医院(中村)

含 24-2510

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

沢井小医院(中村)

ft24-3752 

ft24-4551 

岡本耳医院(本町)

(日)

9月4日

9月11日

ft24-3756 

会 24-4551

含 24-4551

祖母井医院(中村)9月15日

(木)

(日)

9月23日

ft24-7530 

大洲中央病院(東大洲)

合 24-4551

12 

大洲中央病院(東大洲)

ft24-4551 

市
の
顧
問
弁
護
士
が
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

日

時

叩

月

1
日
凶

叩
時
l
M
時

場
所
市
民
会
館
一
階
応
接
室

予
約
が
必
要
で
す
0
2
@
2
1
1
1
(内

線

2
2
8
)
総
務
財
政
課
行
政
係
ま
で

献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
採
血
車
が
巡
回
し
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

9
月
1
日
附

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院
叩
時

i
u
時

菅
団
連
絡
所
日
時
却
八
万

l
M
時

9月18日

歯

a炎

亀井小医院(東大洲)

ft24-3757 

可V

9 い

月わ
4 さ
日き
(日)ち
1ひ
9 ろ
月ポ
25ス
日ト
(日)カ

ド
展

{念品

9月25日

(日)

商
工
会
議
所
で
は
、
次
の
と
お
り
検

定
試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、

合
⑪
4
1
1
ー
ま
で。

{珠
算
検
定
試
験
】

試

験

日

目

月

お

日

間

受
付
期
間

9
月
比
日

l
m
日

保健センターだより

.乳児健康診断4・
9月6日伏) 平成 6年4月生※

9月8日(木) 平成 5年2月生

9月20日(火) 平成 5年10月生※

9月27日伏) 平成 3年8月生

※は肱南、久米、肱北、喜多、平

地区のみ

受付時間 13時-13時30分

実施場所大洲市保健センター

持参品母子手帳

.乳幼児育児相談.

実施 日 9月13日(火)

該当者肱南、久米、肱北、喜

多、平地区の乳幼児

9時30分-11時

大洲市保健センター

母子手帳、タオル、着

替え

4・健康相談.

日時 9月14日(水)

9時-12時、 13時-15時

場所中央公民館

日時 9月22日(木) 10時-15日寺

場所大洲保健センター

.成人病検診及び結核検診.

実施日 場所

9月1・2日(木・金)菅団連絡所

9月6 ・7日(火・水)平野連絡所

9月13日伏) 基幹集落センター(蔵JI/)

9月14日(水) 大川連絡所

9月20日伏) 三善連絡所

9月30日(劃平公民館

受付時間 9時30分-11時

13時-15時

4惨胃及び大腸がん検診.

9月20日(j() 三善連絡所

9月30日(創 平公民館

受付時間 8時-10時

.婦人がん検診.

9月13日伏) 基幹集落センター(蔵JI/)

9月14日(水) 大川連絡所

9月30日(封 平公民館

n24-3ワワ 5

受付時間

実施場所

持参品

科

相

実

施

日

内

容

9
月
幻
自
附
ミ
セ
ス
歯
科
相
談

9
月
お
日
制

乳
幼
児
歯
科
相
談

受
け
付
け
は
日
時
か
ら
で
す
。

9
月
お
日
附

歯
の
こ
と
何
で
も
相
談

歯
科
医
師
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

受
け
付
け
は

H
時
か
ら
で
す
。

い
ず
れ
も
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。
合
⑫
3
1
6
5

実
施
場
所
大
洲
保
健
所

お
お
ず
赤
煉
瓦
館
ご
案
内

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

胃がん 900円

大腸がん 400円

子宮がん 700円

乳がん 200円

※70歳以上の人は無料

検診料
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